
城山の風楽 笑 幸 齢者になろう！
小中一貫教育だより 大槌のすべての子に

豊かな「育ち」と
確かな「学び」を

●おらほの町の地域包括支援センター ここでは、高齢者に関わる様々な
話題を掲載しています。
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【お問い合わせ】 大槌町地域包括支援センター  TEL 0193-42-8716

　1月 30日。第１回「いわての復興教育」児童生徒実
践発表会が岩手県民会館大ホールで開催され、大槌学園
の語り部が発表しました。
　発表会は、郷土を愛しその復興・発展を支える人材を
育成するために、各学校の教育活動を通して、３つの教育
的価値「いきる」「かかわる」「そなえる」を育てることを
目的に岩手県教育委員会が今年度から開催するものです。
　第１回目となる今年度は、小学校２校、中学校２校、
支援学校２校、高校１校、そして、大槌学園の８校が復
校への願いや防災学習、地域連携など日頃の取組の様子
や成果などについて発表しました。

　大槌学園からは、９年生４名（三浦七夢さん・浅田心
音さん・菊池華歩さん・中村有沙さん）が「ふるさと科」
を中心に復興教育に取り組んでいることを堂々と発表し
ました。
　被災時の不安感や、仮設校舎で感謝の気持ちを込めて
清掃したことなどを紹介し、大槌の未来を担う者として、
今自分たちが考えていることを発信し、さらにそこに込
められた思いを後輩たちにも引き継いでほしいという切
なる願いを伝えました。
　復興教育を進めるにあたっては、大槌・吉里吉里両学
園ともに復興教育の全体計画を作成し、それぞれの学年
にあった学びや体験活動を年間を通じて実施しています。
今後も地域の皆さんとの協働も視野に進めていきます。

第１回「いわての復興教育」児童生徒実践発表会

　地域に伝わるおやつ（金なりだんご）作りが、1月30
日、吉里吉里学園小学部で行われ、１，２年生18名が挑
戦しました。

〈活動内容〉
　○料理教室
 　・昔のおやつ、くらしについての話
 　・金なりだんご作り　　・試食
　○活動のふり返り、感想

　当日は、長寿会会長の藤原さんをはじめ、関谷さん、角
地さん、中村さんが講師を務めました。
　４グループに分かれてのだんご作りでしたが、どのグル
ープも張り切って活動しました。熱湯に入れただんごが浮
いてくると「お～っ！」と歓声が上がりました。
　今回は特に、昔のおやつの話と合わせて幼いころ（戦争

当時）のくらしの様子についても詳しく話していただきま
した。
　今の生活と昔のくらしを比べて、びっくりすることが多
かったようです。そして「食べ物があることのありがたさ」
を感じ取っていました。
　戦争が終わって「やった～、お父さんが帰ってくる」と
思ったとの話に平和の大切さを考えさせられました。
　講師の皆さんは、だんご作りの後も昔の話をたくさん聞
かせてくれました。スルメが大漁で学校が休みになる話な
ど、目を輝かせて聞
き入っていました。

金なりだんご作りに挑戦
吉里学園小学部＋長寿会のみなさん
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介護予防レクリエーションの様子

大槌ぴんころ体操の様子

　２月９日に表彰式を行いました。表彰式を行
う前に受賞者の皆さんと一緒に介護予防レクリ
エーションを楽しんだり、表彰式後には介護予
防サポーターの皆さんが大槌ぴんころ体操の
実演をし、会場の皆さんと一緒に体操しました。
　絵手紙、編み物、かな書道、クラフトバンド
の展示も多くの方が足を止めて鑑賞していまし
た。ご来場ありがとうございました。

表彰式の様子

　認知症などに関する相談対応、認知症予防などに取り組んでいます。認知症の人やご家族、認知症について学び
たい人など、お気軽にご参加ください。
　　■�日時　3月14日（木）13：00 ～15：00
　　■�会場　つくし薬局本店　まちかどふれあい室
　　■�内容　「１年の振り返り」をテーマとしたアルバム作りなどの活動
� 問 つくし薬局本店  ℡ 0193-42-8500

ひょっこりカフェのご案内
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